
『賦
光
源
氏
物
語
詩
』

を
読
む

(二
)

若
紫

・
末
摘
花

・
紅
葉
賀

・
花
宴

1

本

間

洋

一

五

若
紫

下
従
盤
折
望
柴
架

盤

折
を
下
従
り
て

柴
の
架
を
望
め
ば

若
紫
濃
姿
接
僕
僮

若
紫
の
濃
や
か
な
る
姿

僕
僮
に
接
す

露
点
残
苔
城
北
寺

露
は
残
苔
に
点
ず

城
北
の
寺

霞
懸
遠
樹
洛
陽
宮

霞
は
遠
樹
に
懸
か
る

洛
陽
の
宮

一
宵
旅
宿
逢
春
別

一
宵
の
旅
宿

春
の
別
か
れ
に
逢
ひ

三
昧
梵
音
驚
暁
夢

三
昧
の
梵
音

暁
の
夢
を
驚
か
す

禅
室
草
筵
多
感
興

禅
室
の
草
筵

感
興
多
し

花
零
瀧
水
濺
簾
欖

花
は
零
ち

瀧
水
は
簾
瀧
に
濺
ぐ

〈七
律
。
僮

・
宮

・
夢

・
欖

(上
平
声
東
韻
)〉

首
聯
第
二
句
に
巻
名
が
詠
込
ま
れ
て
い
る
の
は
見
て
の
通
り
だ
が
、
こ

の

一
首

は
物
語

の
前
半

の
北
山

の
寺

の
場
面
を
詠
む
ば
か
り

で
、
そ

の
帰

洛
後

の
こ
と
な
ど

に
は
全
く
触
れ

る
と

こ
ろ
が
な

い
。

一
聯
毎

に
訳
出
す

る
と
次

の
よ
う

に
な

る
だ

ろ
う
か
。

つ
づ

ら
折
を
下

っ
て
小
柴
垣

の
あ

る
家

を
眺
め
渡
す

と
、

(後
に
)

若
紫

(と
呼
ば
れ

る
こ
と

に
な
る
女
性
)

の
お
仕
え
し

て
い
る
者
た

ち
と
交
わ
り
接
し

て
い
る
美
し

い
姿
が
見

や
ら
れ
ま
す
。

こ
の
都

の
北
山

の
聖

(修
行
者
)

の
寺

で
は
、
秋

の
露
が
損
わ
れ
た

苔

の
上

に
降
り
敷
き
、
宮
城

の
方
を
見
や
れ
ば
、
遥
か
遠

い
木

々
に

か
す
み
が
か
か
り
け
ぶ
る
よ
う
で
す
。

一
晩

の
旅

の
宿
り
は

(三
月
晦

の
こ
と
と

て
)
春
と
お
別
れ
す
る
め

ぐ
り
合
わ
せ
と
な
り
、

(
某

の
僧
都

〈
紫

の
上
が
身
を
寄
せ
て

い
る

祖
母
尼

の
兄
〉

の
)
法
華
三
昧
を
行
う

読
経

の
声

に
、
光
源
氏
様

は

二

一



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

夜
明
け
前

の
夢
か
ら
は

っ
と
め
ざ
め
る
思

い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

(僧
都
と

)
柴

の
庵

の
如
き

堂
に

て
対
面

し
あ
た
り
を
眺

め
て

い
る

と
、
心

に
面
白
く
思
わ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
花
が
散
り
滝
水
が
格
子

窓

に
そ
そ
ぎ
か
か
る
と

い
う
風
情

で
ご
ざ

い
ま
す
。

首
聯

の

「
盤

折
」

は
曲

が
り

く
ね

る
山

中

の
道
を

い
う
。

「
誰
知

中

有

レ
路

、
盤

折
通
二
巌
巓

己

(「
遊

二
悟
真
寺

一
詩
」

『白
氏
文
集
』

巻
六

・

〇

二
六
四

Y
と
見

え
、
「
雪
榮

二
九
折

嶝

一、

風
巻

二
万

里
波

一
」

(沈

約

「従

軍
行
」
)
「
九
折

〈
ツ

・
ラ
ヲ
リ
、
坂
也

〉
」

(『
色
葉
字
類
抄
』
)
と

い

う

に
同

じ
。

「柴
架
」

は
小
柴
垣

の
こ
と
。
「
架
」
は
ま
が
き

・
ま
せ

の
類

で
、
白

詩

に
も

「
似

レ
火
浅

深
紅
圧

レ
架
、
如

レ
餝
気
味
緑
粘

レ
台

」

(「
薔

薇

正
開
春

酒
初
熟

(
下
略
)
」

『白

氏
文
集

』
巻

一
七

・
一
〇
五

五
)
や

「
繞
レ
廊
紫

藤
架
、
夾
レ
砌
紅
薬
欄
」

(「
傷
宅
」

同
上
巻

二

・
○
〇
七
七
)

な
ど
と
薔
薇

の
垣

や
藤

棚
が
詠
ま

れ
て

い
た
。
「
濃
姿
」

は
珍

し

い
語
型

だ

が
、
顔
色
う

る
わ
し
く
美
し

い
姿
を

言
う

。
「
濃
」

は
色

の
濃

い
こ
と

が
基
本

的
な
意
だ

が
、
こ
こ
で
は
こ
ま

や
か

に
行
届
き
整

っ
て
美
し

い
様

を
表
現
す

る
。
「濃
粧

」
「濃
艶
」

な
ど
と
王
朝
漢
詩

で
用

い
ら

れ
る
語
を

想

起

さ

せ
る
。
「
僕

僮
」

は
憧

僕

に
同

じ
く
、

仕
え

る
者

の
こ
と

(平

仄

・
押
韻

の
関
係
で

「僕
憧
」
と
す

る
)。

こ
の

一
聯

は
、

瘧

病
を
患
う

光
源
氏
が
、

北
山

の

「寺

の
さ
ま
も

い
と
あ
は
れ
な

」

(①

跏
頁

4
行
)

二
二

る
処
を
訪

れ
、
加
持
を
受

け
た
後

を
受

け
て
綴
る
。
彼

は

「す

こ
し
立
ち

出
で

つ
つ
見
渡
し
給

へ
ば
、
高
き

所
に
て
、
こ
こ
か
し
こ
、
僧
坊
ど
も

あ

ら

は
に
見

お

ろ
さ

る
る
」

(①

跏
頁

13
～

15
行

)
処

に
立

つ
。
す

る
と

「
た
だ

こ
の

つ
づ
ら
折

の
下

に
、

同
じ
小
柴
な
れ
ど
う

る
は
し
う
し
わ

た

し

て
清
げ
な

る
屋
、
廊
な
ど
続

け
て
、
木
立

い
と

よ
し
あ

る
」

(①

㎜
頁

15
行
～
跚
頁
2
行
)
住
居

の
あ
る

の
が
目
に
と
ま
る
。
興
味
を
抱
き
は
す

る
も

の
の
、
供
人
や
良
清

(播
磨
守

の
子
)
と
噂
話
を
し
て
過
ご
す
光
源

氏
。
が
、
そ

の
う
ち
所
在
な
さ

に
任
せ
て

「
夕
暮

の
い
た
う
霞
み
た
る
に

ま
ぎ
れ

て
、

か

の
小
柴
垣

の
も

と
に
立
ち
出

で
た
ま
ふ
」

(①

蹣
頁

11
～

13
行
)
。
す

る
と
そ

こ
に

い
た

の
は

「
き
よ
げ

な
る
大
人

二
人
ば

か
り
、

さ

て
は
童

べ
そ
出

で
入
り
遊

ぶ
中
に
、
十
ば
か
り
や
あ
ら
む
と
見
え
て
、

白
き
衣
、
山
吹
な
ど

の
萎
え
た
る
着

て
走
り
来
た
る
女
子
、
あ
ま
た
見
え

つ
る
子
ど
も

に
似

る
べ
う
も
あ
ら
ず
、

い
み
じ
く
生
ひ
先
見
え

て
う

つ
く

し
げ
な

る
容
貌
な
り
。
髪
は
扇
を
ひ

ろ
げ
た
る
や
う

に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し

て
、

顔

は

い
と
赤

く
す
り
な

し
て
立

て
り
」

(①

脳
頁
6
～

11
行
)
と

描
き
出

さ

れ
る
若
紫

で
あ

る
。
「
雀

の
子
を
犬
君

が
逃
が
し

つ
る
、
伏
籠

の
中

に

籠

め
た
り

つ
る
も

の
を
」

(①

脳
頁

14
～

15
行

)
と
言
う

口
惜

し
そ
う
な

口
ぶ
り
、
そ

し
て

「
つ
ら

つ
き

い
と
ら
う
た
げ

に
て
、
眉

の
わ
た
り
う
ち

け

ぶ
り
、

い
は
け
な
く
か

い
や
り
た

る
額

つ
き

・
髪
ざ
し

い
み
じ
う
う

つ



く
し
。
ね
び

ゆ
か
む
さ
ま

ゆ
か
し
き
人
か
な
」

(①

跏
頁

10
～

12
行

)
な

ど
と

い
う

「
濃
姿

」

の
様

子
を
し

っ
か
り

記
憶

に
と

ど

め
る
光
源
氏

で

あ

っ
た
。

「
残
苔
」
は
損

な
わ
れ
た
苔
。

「詩

酒
友
多
墳
宿
草

、
笙
歌
家
半
地

残

苔
」

(源
為
憲

「旧
遊
安
在
哉

」
『類

聚
句

題
抄
』

跚
)
な
ど
と
、
う
ち
棄

て
ら

れ
て
歳

月
を
経
た

こ
と
を
暗

示
す

る
場
合

に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
残

は
衰
残

の
イ

メ
ー
ジ
、
苔

は
山

中

の
雰
囲
気
を

醸
し
出
す
。

「
遠

樹
」
は
遠
方

の
木
立
。

「孤
煙
生
乍
直
、
遠
樹
望
多

円
」

(「渡
淮
」

『白
氏

文
集

』

巻

五

四

・
二
四

一
五

)
「
望

二
長
安

城

之

遠
樹

一、
百

千
万

茎
薺

青
」

(
源
順

「
春

生
二
霽
色

中

」

『和
漢
朗

詠
集
』

巻

下

・
眺
望

鰯

『本

朝
文
粋
』

巻
八

・
鵬
)

な
ど
と
見
え

る
。

「洛

陽
宮
」
と

は
都

の
宮
城
を

言
う

が
、
本
朝

で
は
し
ば

し
ば

「
東
京

号
二
洛
陽

城

㎜
」

(
『拾
芥

抄
』
京

程
部
)

「洛

陽
ト

ハ
只
東
京

ト
云
義
也
。

西

ヲ
長
安
ト

云
、
東

ヲ
洛
陽
ト

云
。
其
制
前
後

ア
レ
共
、
今
本
朝

ニ
ハ
両
都

一
郡

ナ
ル
故

二
、
共
呼

テ
同

ク
京
師
ノ
名
ト

ス
ル
歟
」

(
『塵
添
壗
襄
鈔
』
巻

=

ハ
・
鴻
臚
宮
事
)
な
ど

と
あ
り
左
京

を
指
す
と

さ
れ
る
。

こ
の
頷
聯

の
三
句
目

は
、

「
さ

て
も

い

と
美
し
か
り

つ
る
児
か
な
、
何
人
な
ら
む
、
か

の
人

の
御
か
は
り

に
明
け

く
れ

の
慰

め
に
も
見
ば

や
、
と

思
う

心
深
う

つ
き
ぬ
」

(①

㎜
頁

13
～

15

行

)
な
ど
と
、
若
紫
に
執
着
す
る
光
源
氏
が
、
そ

の
思

い
を
養
育
し

て
い

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

る
祖
母

の
尼

君
に
訴
え

る
場

面
と
関
わ

る
。

「初

草

の
若
葉

の
う

へ
を
見

つ
る
よ
り
旅
寝

の
袖
も

つ
ゆ
ぞ
か
わ
か
ぬ
」

(①

跚
頁
4
～

5
行
)

と
詠

ん
だ
光
源
氏

へ
の
尼
君

の
返
歌

「
枕
ゆ
ふ
今

宵
ば
か
り

の
露
け
さ
を
深
山

の
苔

に
く
ら

べ
ざ

ら
な
む
」

(①

鵬
頁
14
～

15
行

)
を
ふ
ま
え
綴

っ
た
も

の
。
「
城
北
寺
」
と

は
直
接
的

に
は

「
北
山

に
な

む
、
な
に
が
し
寺
と

い

ふ
所
に
か
し

こ
き

行
ひ
人
は

べ
る
」

(①

魏
頁

4
～
5
行
)
と
瘧
病

に
悩

む
彼

が
訪

ね
た
聖
の
寺
を
指

す
だ
ろ
う

が
、
そ

の
す

ぐ
近
く
に
若
紫
を
見

出

し
た
小
柴

垣
の
僧
坊
も
あ

っ
た
。
第

四
句

の

「霞

懸
」

は
か
す

み
が
か

か
る
こ
と
を
言
う
。
治
病

の
勤
行

の
合

間
、
気
分
転
換
を
勧

め
ら
れ
た
彼

が

「背
後

の
山

に
立
ち
出

で
て
京

の
方
を
見
た
ま

ふ
。
は
る
か

に
霞

み
わ

た

り
て
、
四
方

の
梢

そ
こ
は
か
と
な
う

け
ぶ
り
わ
た

れ
る
ほ
ど
」

(①

跏

頁

15
行
～

跚
頁

2
行
)

に
い
た
く
感
歎
す

る
場
面
を
詠

ん
だ
も

の
で
あ

ろ

う
。
物
語

で
は
北
山
か
ら
都
城
を
眺
望
す

る
の
だ
が
、
東
山
か
ら
春
霞

に

け
む

る
都
を
詠

む
早

い
作

に

「
躋
二
翠
嶺

㎜
而
西
顧
、
家
郷
悉
没
二
煙
樹
之

深

一
」

(橘

在

列

「
山
寒

花

不
レ
圻

序

」
『
和

漢
朗

詠

集
』

巻

下

・
眺

望

晒
)

が
あ

り
、
「
山
高

み
都

の
春
を
見
渡
せ
ば

た
だ
ひ
と
む

ら
の
霞
な
り

け
り
」

(大

江
正
言

「
長
楽
寺

に

て
故
郷

の
霞

の
心
を
よ

み
侍
り

け
る
」

『後
拾
遺

集
』
巻

一
・
38
)
と
続
き
、

「
顧
二
望
華
洛
求
名

処

一
、
不
レ
過
二

翁

々

一
片

霞

一
」

(
源
経
信

「
遊
二
長
楽

寺

一」

『
本
朝

無
題
詩

』
巻

八

・

二
三



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

謝
)
な
ど
と
継
承
さ
れ
る
同
工

の
表
現
が
あ
る
。
前

引

の
物
語
本
文
も
表

現

の
系

譜
か
ら
す
る
と
当
時
と
し
て
は
新
鮮
な
視
点

で
あ

っ
た
と
言

い
う

る
で
あ
ろ
う
。

=

宵
」

は

=

宵
光

景
潜

相

憶
、
両

地
陰
晴

遠

不
レ
知

」

(「
江

楼

月
」

『白
氏
文
集
』

巻

一
四

・
〇
七

六

一
)
「
箭
漏
応
レ
寛
周
歳
会

、
銅
壺

莫
レ
従

一
宵
親

」

(「
七
月
七

日
代

二
牛
女

一
惜
二
暁
更

己

『
田
氏
家
集
』

巻

下

)
な

ど
と

あ
り
、

一
晩

中

の
意
。
「
旅

宿

」
は

旅

の
宿

(を

と

る
こ

と
)

で

「遥

問
旅
宿
夢
二
兄
弟

一、
応
レ
為
三
郵
亭
名

二
棣
華

こ

(「
棣
華
駅

見
下
楊

八
題
夢
二
兄
弟

一詩
ヒ
」

『白

氏
文
集
』
巻

一
八

・
=

八

一
)
「
若

使
三
韶
光
知

二
我
音
ひ
、
今
宵
旅
宿
在

二
詩

家

一
」

(「
送
春
」

『菅
家

文
草
』

巻

五

『
和
漢

朗
詠
集
』
巻

上

・
三
月
尽

54
)
と
あ

る
。
「
春

別
」
は

「
煙

郊
春

別
遠
、
風
磧
暮
程

深
」

(「
春
送
下
盧

秀
才
下
第
遊

二
太

原

一
謁
中
厳
尚

書
上
」

『白

氏
文
集

』
巻

=

二
・
〇

六
五

一
)

と
あ

る
よ
う

に
春

の
時
節

の
下

の
別
れ

の
意

が
普

通
。
こ

こ
で
は
春

と

の
別
れ

の
意

で
、
「
花
だ

に

も
散

ら
で
別
る

る
春

な
ら
ば

い
と
か
く

け
ふ
を
惜
し
ま
ま

し
や
は
」

(藤

原
朝
忠

『新
撰
朗
詠
集
』

巻
上

・
三
月
尽

52
)
「
身

に
か

へ
て
何
嘆
く
ら

ん
大
方

は
今
年

の
み
や
は
春

に
別

る
る
」

(殷
富
門
院
大

輔

『風
雅
集
』

巻

三

・
春
歌

下

・
二
九

六
)
な

ど
と

い
う
類

。
光
源
氏

が
北
山
を
訪

れ
た

の
は

「
三
月

の

つ
ご
も
り

な
れ
ば
、
京

の
花
盛
り

は
み
な
過
ぎ

に
け
り
。

二
四

山

の
桜
は
ま
だ
盛
り
に
て
、
入
り
も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、
霞
の
た
た
ず

ま
ひ
も
を
か
し
う
見
ゆ
れ
ば
、
か
か
る
あ
り
さ
ま
も
な
ら
ひ
た
ま
は
ず

、

と
こ

ろ
せ
き
御

身
に

て
、
め
づ

ら
し
う
思
さ
れ

け
り
」

(①

㎜
頁

12
行

～

㎜
頁
4
行
)
と

い
う
時
節
で
あ
り
、
逗
留
も
わ
ず
か

一
泊
に
過
ぎ
な
か

っ

た

の
で
、
第

五
句

の
よ
う

に
詠

む

の
で
あ

る
。

「
梵
音
」
は
読
経

の
声
。

「
蘿
幌
棲

二
禅
影

一、
松

門
聴
二
梵
音

」

(王
勃

「
遊

二
梵
宇
覚
寺

・
」
)
「
水

清
塵

躅
断
、
風
静
梵

音
明
」

(
笠
仲
守

「冬

日
過
二
山

門

・
」

『経
国
集
』

巻

一
〇
)

と
あ

る
。
「
暁

夢
」

は
夜

明
け

前

の
夢
。
「
万
里
山

川
分

・・晦

夢

一、

四
隣
歌
管

送
二
春
愁

一
」

(許

渾

「
贈
二
河
東

虞
将

軍

己

『千
載

佳

旬
』
巻
上

・
閑
居

蛻
)
「
孫
帷
垂
兮
猶
眠
、
暁
夢
芬
芳
書
帙
之
下
」

(紀
斉

名

「
入
レ
夜
花
如
レ
雪
詩
序
」

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
上

・
花
付
落

花
鵬
)
は

用
例

の

一
斑
。

こ
の
第

六
句

は
、
「
暁
方

に
な

り
に
け
れ
ば
、
法
華

三
昧

行

ふ
堂

の
懺
法

の
声
、
山
お

ろ
し

に
つ
き

て
聞

こ
え
く

る
、

い
と
尊
く
、

滝

の
音

に
響
き
合

ひ
た
り
。

(源
氏
)
吹
き
迷

ふ
深
山
お

ろ
し
に
夢

さ
め

て
涙
催

す
滝

の
音
か

な
」

(①

跚
頁

3
～

7
行

)
を
念
頭

に
置

い
て
詠

ん

だ
も

の
で
あ

ろ
う
。

「
禅
室
」

は
僧
坊
。
禅
房

に
同
じ
。
「
可

三
是

禅
房
無

二
熱

到

一
、
但
能

心
静

即
身
涼

」

(「
苦
レ
熱
題

二
恒
寂

師
禅
室

己

『
千
載
佳
句
』

巻
上

・
避

暑

鵬

『和
漢

朗
詠
集

』
巻

上

・
納
涼

皿

『
白
氏

文
集
』

巻

一
五

・
〇

八



五

二
)
「
法
堂
寂

々
煙

霞
外
、
禅
室
寥

々
松
竹

間
」

(藤
原
冬

嗣

「扈

二
従

梵
釈
寺

一」

『
文
華
秀

麗
集
』
巻

中
)
と
あ

る
。

こ
こ
で
は
僧
都

が
法
華

三
昧

の
勤
行
を

す
る
堂

(前
述
)

を
指

す
。
「
草
筵
」

は
く
さ
む
し

ろ
。

こ
こ

で
は

「
草

の
御

む
し

ろ
も
、

こ
の
坊

に
こ
そ
ま
う

け
は

べ
る

べ
け

れ
」

(①

跚
頁

6
～
7
行
)
と
あ
り

、
旅

の
宿
を
暗
示

し
、

「
こ
の
坊
」
と

は

某

の
僧
都

の

庵

を
指

す
。

こ
の
語
自
体

は
余
り
詩
語
と

し

て

一
般

的

で
は
な

い
か
も
知

れ
な

い
が
、
草
褥
と

い
う

に
近

い
。
「
草
鋪

二
地
茵

褥

}、
雲
巻

二
天
幃
幔

」

(「
和
レ
望
レ
暁
」

『白

氏
文
集
』
巻

五
二

・
二
二

六
三
)
と

い
う
含
意

に
発
す

る
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
は
か

の
僧
都

の
庵

の
庭

に
草
花

が

一
面

に
生
え

て

い
る
状
態
を
指

し

て
言
う
。
「
い
と
心

こ
と
に

よ

し
あ

り

て
同
じ
木

草
を

も
植

ゑ
な

し
た

ま

へ
り
」

(①

跚
頁

6

～

7

行
)
と
か
、
次
句

の

「
花
零
」
と

の
関
係
か
ら
し

て
も

「
明
け
ゆ
く
空
は

い
と

い
た
う
霞
み

て
、
山

の
鳥
ど
も
そ
こ
は
か
と
な
く
囀
り
あ
ひ
た
り
。

名
も
知
ら
ぬ
木
草

の
花
ど
も

い
ろ

い
ろ
に
散

り
ま
じ
り
、
錦
を
敷
け
る
と

見
ゆ
る
に
、
鹿

の
た
た
ず
み
歩

く
も
め
づ
ら
し
く
見
た
ま
ふ
に
、
な
や
ま

し
さ
も
紛

れ
は
て
ぬ
」

(①

㎜
頁

9
～
12
行
)
と
本
文

に
あ
る

こ
と
を

反

映
し

て
い
る
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。
「
感
興
」
は
心

に
湧

い
て
く

る
面
白

味

。
白

詩
で
は
題
詞

に
用

い
ら
れ

て

い
る
。
「莫

レ
笑
老
来
多

二
感

興

}
、
一

歌

三
二
楽

一慕

二
栄
翁

一
」

(輔
仁
親
王

「弾

二
琵
琶

一」

『
本
朝

無
題
詩
』
巻

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

二

・
92
)
と
あ
り
、
風
情
と

い
う
程

の
意

で
も
良
か

ろ
う
。
先
掲
引
用
文

中

に
見
え
た
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま

に
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
も

の
が
あ

り
、

「な

や
ま
し
さ
も
紛
れ
は

て
ぬ
」
光
源
氏

で
あ

っ
た
。
「
瀧
水
」
に

つ

い
て
は
既

に
第
六
句

の
と

こ
ろ
で
触
れ

て
い
る
よ
う

に

「
堂

の
懺
法

の
声
、

山
お

ろ
し

に
つ
き

て
聞
こ
え
く
る

い
と
尊
く
、
滝

の
音
に
響
き
合
ひ
た
り
。

(源

氏
)

吹
き

迷

ふ
深
山

お

ろ
し

に
夢

さ

め
て
涙
も

よ

ほ
す
滝

の
音

か

な
」
と
あ
る
処
や
、
彼
が
都

に
帰
還
す
る
場
面
に

「
岩
隠
れ

の
苔

の
上
に

並
み

ゐ
て
、
土
器
ま
ゐ
る
。
落
ち
来
る
水

の
さ
ま
な
ど
、
ゆ
ゑ
あ
る
滝

の

も
と
な
り
」

(①

嬲
頁

4
～

6
行

)
な
ど
と
見
え

て

い
た
こ
と
も
喚
起

さ

れ
よ
う
。
「
簾
瀧
」

は
す
だ
れ

の
掛
か

っ
た
格
子
窓

の
こ
と
"

「落

日
隠

二

簷
楹

㎜
、
升
月

照

二
簾

櫪

・
」

(謝

恵
連

「
七
夕

詠

二
牛
女

】
」
。

『芸

文
類

聚
』
巻

四

・
七

月
七
日
)
「
微

月
透
二
簾
瀧

一、
蛍
光

度
二
碧

空

己

(元
槇

「
会
真
」
)
な
ど
と
見
え

る
。
こ
の
若
紫

の
巻

の
物
語
本
文

で
格
子
窓
が
出

て
く
る
の
は
、
滝
水

の
シ
ー
ン
か
ら
は
か
な
り
後

に
な

る
。
九
月

に
尼
君

が
亡

く
な
り

、
若
紫

は
十
月

に
は
京

の
屋
敷

で
暮

ら
し
て
い
た
が
、
そ

の

邸
を
光
源
氏

が
訪

れ
る
場
面

に

「霰
降
り
荒
れ

て
、
す
ご
き
夜

の
さ
ま
な

り

。

い
か
で
、
か
う
人
少
な

に
心
細
う

て
、
過
ぐ
し
た
ま

ふ
ら
む
、
と
う

ち
泣

い
た
ま

ひ
て
、

い
と
見
棄

て
が
た
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
御
格
子
ま
ゐ
り

ね
。
も

の
恐

ろ
し
き
夜

の
さ
ま

な

め
る
を
、
宿
直

人

に
て
は

べ
ら
む
。

二
五



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

人

々
近
う

さ

ぶ
ら
は

れ
よ
か
し
」

(①

膨
頁
5
～
9
行
)
と
見

え
る

の
が

そ
れ
だ
。
だ

が
、
漢
詩
句
は
勿
論

こ
の
場
面
を
詠

ん
だ
も

の
で
は
あ

る
ま

い
。
確
か
北
山

の
住
居

に
格
子
窓

の
描
写

は
な
か

っ
た
が
、

こ
こ
は
、
法

華

三
昧
を
行

っ
て

い
る
堂
、
若
紫
ら

が
暮

ら
し

て

い
た
部
屋

の
格
子
窓
を

意
識

し
て

い
る
と
考
え

る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

六

末
摘
花

〈若
紫
并
之

一
〉

月
宵

琴
語
是
朋
友

月

の
宵

の
琴
語

は

是

れ
朋
友
な
り

媒
介
豈
非
命
婦
功

媒
介

豈

に
命
婦

の
功

に
非
ざ

ら
ん

縦

以
貂
裘
為

服
用

縦

ひ

貂
裘
を

以
て

服

用
と
為
す
と
も

若
看
馬
鼻

誼
交

通

若

し
馬

の
鼻
を
看
ば

詛
か
交

は
り
通
は
ん

廃
籬
望
雪
臥
叢
重

廃
れ
し

籬

に
雪
を
望

む
に

臥
叢
重

く

壊
宇
待
明
帰
路
怱

壊

れ
し
宇

に

明

を
待

ち
て

帰

路

怱

し

末
摘
花
名
聞

一
詠

末

摘
花

の
名
は

一
詠
に
聞
こ
ゆ
る
も

雖
馴
梅
艶
尚
厭
紅

梅
艶
に
馴
る
と
雖
も
尚
し

紅

を
厭
ふ

〈
七
律
。
功

・
通

・
怱

・
紅

(上
平
声
東
韻
)
〉

尾
聯

の
第

七
句

に
巻
名

が
詠
み
込
ま
れ

て

い
る
。
第
八
句

「厭
」

(
仄

声
)
は
平

仄
上
か
ら
言
え
ば

「
嫌
」

(平
声
)
あ

た
り
で
あ
り
た

い
と
こ

ろ
で
あ

る
が
、
と
り
あ
え
ず
聯
毎

の
訳
を
記
せ
ば
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

二
六

(故
常
陸

宮
親
王

の
娘

は
)
月

の
宵

に
弾

く
琴

の
音
を
親

し

い
友

と

す

る
よ
う

な
女

で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(そ

の
彼

女
と
光
源
氏

の
)

仲

を
と
り
も

っ
た

の
は
、

一
体
大
輔
命
婦

の
お
手
柄

で
な
く

て
な
ん
で

ご
ざ

い
ま
し

ょ
う
か
。

た
と
え

(立
派

で
こ
う
ば
し

い
)
黒
貂

の
皮
衣
を

(彼
女
が
)
表
着

に
し

て
ら
し
た

に
し

て
も
、
も
し

(普
賢
菩
薩
様

の
乗
物
か
と
呆
れ

ま
す
程

に
)
高
く
長

い
馬

の
よ
う
な
鼻
を
拝
見
致
し

て
お
り
ま
し
た

な
ら
、

一
体
誰
が
彼
女
と
契
り
、
そ

の
も
と

に
通

っ
た
り
致
し
ま
し

た

こ
と

で
ご
ざ

い
ま
し

ょ
う
か
。

荒

れ
果

て
た

(淋
し
げ
な
彼
女

の
家

の
)
前
栽

に
積
も

る
雪
を
眺
め

や
れ
ば
、
草
は
雪

の
重

み
に
た
え
か
ね

て
横

に
臥
す
か
と
見
え
ま
す
。

(
そ
し

て
)
壊

れ
か
け
た

(彼
女

の
)
住
居

に
て

(時
を

過
ご
し
)

夜
明

け
を
待

っ
て
、
あ
わ
た
だ
し
く
帰
路
を
急
ぐ
光
源
氏

で
ご
ざ

い

ま

し
た
。

(お
相
手

の
女

の
)
末
摘
花
と

い
う
お
名
前

は
、

(
「な

つ
か
し
き
色

と
も

な
し
に
何

に
こ
の
末
摘

む
花
を
袖

に
ふ
れ
け
む
」
と

い
う
)

一

首

の
和
歌

で
す

っ
か
り
有
名
と

な
り
ま
し
た
。

(
そ
の
末
摘
花
と

は

紅

の
染
料

の
材

と
な
る
ベ

ニ
バ
ナ
の
こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す

が
、

そ
の

紅

色

の
花
と
し
て
)
親
し
み
を

感
じ
ま
す

の
は

(何
と
申

し
ま

し



て
も

)
紅
梅

の
花

の
濃
く

つ
や
や
か
な
美
し

さ
で
ご
ざ

い
ま
し

て
、

紅

の

(花
な

ら
ぬ
鼻
)

の
お
方

に

つ
い
て
は
ど
う

に
も

(光
源
氏
様

は
)

お
好
き

に
な
れ
な

い
よ
う

で
ご
ざ

い
ま
す
。

「
月
宵

」

は
月

の
出

て

い
る
宵
。
「
宵

月

向

二
掩

扉

一
、
夜
露

方

当
レ

白
」

(
鮑
照

「
和

二
王
羲
興
七
夕

こ
)
は
宵

の
月

で
、
語

形
は

や
や
異
な

る
が
、
漢
詩

で
は

こ
ち
ら

で
表
現
す
る

の
が

一
般
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
平

仄

の
為

に
転
倒
さ
せ
た
と
考

え

て
も
良

い
だ

ろ
う

。
「
琴
語
」
は

琴

の
音

の
こ
と
。
「
今

夜

聞
二
君

琵
琶

語

一、
如

レ
聴

二
仙
楽

一
耳
暫

明

」

(「
琵

琶

行
」

『白
氏
文
集
』
巻

一
二

・
〇
六
O
三
)
「
巴
猿
啼
哭
夜
常

聞
、
何
処

琵

琶
絃

似

レ
語

」

(「
寄

二
微
之

一
」

同

上
巻

一
七

・

一
O
六

三
。

『千

載
佳

句
』

巻

下

・
妓
楽

七

三
四
)

な
ど

と
あ

る

の
は
参

考

に
な

ろ
う
。
「
朋

友

」

は
と

も

だ

ち
。
「
妻

拏

朋

友

来
相

弔

、
唯

道
皇

天
無

レ
所

レ
知

」

(「
哭
二
微

之

一
二
首
」
其

一

『白
氏
文
集
』
巻

五
七

・
二
七
八
三
)

「同
病

求
二
朋
友

}、
助
憂
問

二
古
先

一
」

(「
叙
意

一
百

韻
」

『菅
家
後
集

』
)
な
ど

よ
く
見
え

る

一
般

的
語
彙
。
「
媒
介
」

は
仲
人
、
男
女

の
間
を
と
り
も

つ

人
。

「
父
母
被
レ
欺
二
媒
介
言

一
、
許
二
嫁

長
安

一
少
年

一」

(紀
長
谷
雄

「
貧

女
吟
」

『本
朝
文
粋
』
巻

一
・
18
)
と
あ
り
、
媒
氏
と

い
う

に
同
じ
。
「
命

婦

」
は

宮
中

に
仕
え

る
女

性

で
、
「
分
レ
庭
皆

命
婦
、

対
レ
院

即
儲
皇

」

(
「渭
村

退
居
寄
二
礼

部
崔
侍
郎
翰
林
銭
舎
人

一詩

一
百
韻
」

『白

氏
文
集
』

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

巻

一
五

・
〇
八

O
七

)
「
命
婦

〈礼

日
。
婦
人
無

レ
爵

、
従
二
夫
之
爵

【
坐

以
二
夫
之
歯

}。
謂
レ
夫
為
二
大
夫

一、
則
婦
為

二
命
婦

一〉
」

(
『白
氏

六
帖
』

巻

一
四

・
婦
人
封
)
と
も
あ
る
。
こ
こ
は
大

輔
命
婦
を
指

す
こ
と
言
う

ま

で
も
な

い
。
首
聯
は
、
か

の
命
婦
が
故
常

陸
宮

の
姫
君

(末
摘
花

)
の
こ

と
を
語
る
場
面
、
即
ち

「
心
ば
え

容
貌

な
ど
深
き
方

は
知

り
侍

ら
ず

。
か

い
ひ
そ
め
人
疎
う
も

て
な
し
給

へ
ば
、
さ
べ
き
宵

な
ど
物

越
し
に
て
ぞ
語

ら
ひ
は
べ
る
。
琴
を

ぞ
な

つ
か
し
き
語

ら
ひ
人
と
思

へ
る
、
と
聞

ゆ
れ
ば
、

(源
氏
)
三

つ
の
友

(琴
詩
酒
。
白
詩

「
北
窓
三
友
詩
」

に
依
る
)

に
て
、

い
ま

一
く

さ
や
う
た

て
あ

ら
む
、
と

て

(中
略
)

こ
の
ご

ろ
の
お

ぼ
ろ
月

夜

に
忍
び

て
も

の
せ
む

(中
略
)
十
六
夜

の
月
を
か

し
き
程

に
お
は
し
た

り
」

(①

鰤
頁

4
行

～
嬲
頁
4
行
)
を
意

識
し

て
詠
む
。

そ
の

い
ら
し
た

夜
、
光
源
氏
は

「た
だ

一
声
催
し
き

こ
え

る
、
空
し
く
帰
ら
む
が
ね
た
か

る
べ
き
を

」

(①

嬲
頁

7
～
8
行
)
と
命
婦
を

通
じ

て
琴

の
演
奏
を

所
望

す

る
。
と
も
あ
れ
、
彼
は
そ

の
人
と
音
色
に

い
た
く
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る

の
だ
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
大
輔
命
婦

の
口
の
上
手
さ
に
預
る
と
こ
ろ
が

大
き

い
と
詠
ん

で
い
る

の
で
あ
る
。

「
貂
裘

」
は

テ

ン

の
皮

衣
。
「
東

観

漢
記

日
。
東

平
王

蒼
来

。
章
帝

以
二
王
触

レ
寒
渉

7
道

、
賜
二
王

乗
輿
貂
裘

こ

(
『芸
文

類
聚
』

巻
六

七

・

裘
)
「
梁
簡
文
帝
謝
二
東
宮
賜

7裘
啓
。

(申
略
)
才
慙
二
斉
相

一
、
受

二
白
狐

二
七



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

之
飾

一、
徳
謝
二
漢
審

一、
均

二
黒
貂
之
賜

一」

(
『初
学
記
』
巻

二
六

・
裘
)

な

ど

と
見

え
、
「
蝉

鬢

応
レ
誇
二
丞
相

少

一、

貂
裘

不

レ
覚

二
太

原
寒

一
」

(
「寄

二
太
原
李
相

公

一
」
『白

氏
文
集
』
巻

五
五

・
二
五
五
五
)
と
詠
ま
れ

る
貴
重
な
防
寒
旦
ハで
あ

っ
た
。
本
朝

の
書

に
も

「
四
声
字
苑
云
。
貂

〈音

凋
、
和
名

天
〉
似

レ
鼠
黄
衣
。
皮
堪

レ
作
レ
裘
」
「
唐
韻
云
。
貂
有
二
黄
貂
黒

貂

一。

出
二
東
北
夷

一
〈黒

貂
、
和
名
布

流
木
〉
」

(
『
和
名
抄
』
巻

一
八

・

貂

・
黒

貂
)
と
あ

る
。

「服

用
」
は
身

に

つ
け

る
意

。
「
子
弟
猶
帰
二
器
衣

服
裘
衾
車

馬

一
、
則
必

献
二
其
上

一
而
后
取

服
二
用
其
次

一
」

(
『礼

記
』

内

則
)
「禁

下
文
武
百
寮

六
位

以
下
用
二
虎
豹
羆
皮

及
金

銀

一飾
中
鞍
旦
ハ并
横
刀

帯

端
上

(中
略
)
婦
女

依
二
父
夫
蔭

一服

用
亦
聴
レ
之
」

(
『続

日
本
紀
』
霊

亀
元
年

九
月

一
日
)
と
あ

る
。
少

し
長

く
な
る
が
、
こ
の
頷
聯

は
末
摘
花

を
目
に
し
た
光
源
氏
の
驚

き
が
綴
ら
れ
る
以
下
の
部
分

に
依

っ
て

い
よ
う

。

「
ま
つ
、
居
丈

の
高
く
、
を
背
長

に
見

え
給

ふ
に
、

さ
れ
ば
よ
と
胸

つ
ぶ

れ
ぬ
。
う
ち

つ
ぎ

て
、
あ
な
か
た
は
と
見
ゆ
る
も

の
は
鼻

な
り
け
り
。
ふ

と
目
ぞ
と
ま
る
。
普
賢
菩
薩

の
乗
物
と
覚
ゆ
。
あ
さ
ま
し
う
高
う

の
び
ら

か

に
、
先

の
方
少
し
乗
り

て
色
づ
き
た
る
こ
と
、
こ
と

の
外
に
う
た
て
あ

り
。
色
は
雪
は
つ
か
し
く
白
う

て
、
さ
青

に
、
額

つ
き
こ
よ
な
う
は
れ
た

る
に
、
な
ほ
下
が
ち
な
る
面

や
う
は
、
大
方
お
ど
ろ
お
ど
う
し
う
長
き
な

る
べ
し
。
痩
せ
給

へ
る

こ
と
、

い
と
ほ
し
げ

に
さ
ら
ぼ
ひ

て
、
肩

の
ほ
ど

二
八

な
ど
痛
げ
な

る
ま
で
衣

の
上
ま

で
見
ゆ
。

(中
略
)
着

た
ま

へ
る
物
ど
も

さ

へ
言
ひ
た

つ
る
も
、
物
言
ひ
さ
が
な
き
や
う

な
れ
ど
、
昔
物

語
に
も

人

の
装
束
を

こ
そ
ま
つ
言

い
た
め
れ
。

聴

色

の
わ

り
な
う
上
白

み
た

る

一

か
さ
ね
、
名

残
り
な
う
黒
き

袿

か
さ
ね

て
、
表
着

に
は
黒
貂

の
皮

衣
、

い
と
清
ら

に
か
う
ば
し
き
を
着
給

へ
り
。
古
代

の
ゆ
ゑ
づ
き
た
る
御
装
束

な
れ
ど
、
猶
若
や
か
な
る
女

の
御
装
ひ
に
は
似
げ
な
う
お
ど

ろ
お
ど
う
し

き

こ
と

い
と
も

て
は

や
さ
れ
た
り
。
さ
れ
ど
げ

に
こ
の
皮
な
う

て
は
、
は

た
寒

か
ら
ま
し
と
見

ゆ
る
御
顔
ざ
ま
な

る
を

心
苦
し
と
見
給

ふ
」

(①

説

頁

11
行

～

謝
頁

-
行

)
。
末

摘
花

の
長
く
赤

い
鼻

は

『観

普
賢

経
』

に

「普
賢
菩
薩
乗

二
大
白
象

一、
鼻
如
二
紅
蓮
華
色

一
」
と
あ
る

の
に
依
る
と
説

く

の
は
既

に
古
注

に
見
え

る
と

こ
ろ
だ
が
、
本
詩

で
は
そ
れ

に
よ
ら
ず

「馬
鼻
」
、
馬

の
よ
う
な
長

い
鼻
面
と

し
て
詠
む
。

そ
の
方
が
読
者

の
よ
り

卑

近
な
実
感

に
寄
添
う

よ
う

に
思
わ

れ
る
が
、

そ
の
場
合
鼻

の
赤

い
色
は

表

現
し
尽
く
せ
ぬ
こ
と
と

な
る
。

つ
ま
り

、
紫
式
部

の
表
現

の
的
確
さ
が

改

め

て
認
識
さ
れ

る
と

い
う

わ
け
な

の
だ
。
「
交
通
」

は

「諸
所

二
交

通

一、

非
二
豪
傑
大

侠

己

(
『史
記
』

潅
夫
伝

)
と
あ
り

往
来
交
際

す
る

こ
と
。

こ
こ
で
は
情
交
通
好

の
意
に
用

い
る
。
雨
夜

の
品
定
め
で

の
左
馬

頭
の
話

を
想

い
起

こ
し

「
か

の
人

々
の
言
ひ
し

葎

の
門
は
、
か
う
や
う
な

る
所

な
り
け
む
か
し
、
げ
に
心
苦
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
を
こ
こ
に
す
ゑ
て
、



う

し
ろ
め
た
う
恋

し
と

思
は
ば

や
」

(①

獅
頁
5
～

8
行
)
と
光

源
氏
は

思
う
も

の
の
、
目

の
前

の
彼
女

に
は

「
我
な
ら
ぬ
人
は
ま
し

て
見
忍
び

こ

む

や
」

(①

躅
頁

12
～

13
行

)
と

落
胆

せ
ざ

る
を
え

な

い
の
が
現
実

で

あ

っ
た
。
第
四
句
は
、
普
通

の
人
な
ら

「
こ
ん
な
醜
女

の
所

へ
通
う
も
ん

か
」
と
言

い
立

て
る

に
違

い
な

い
そ

の

一
方

で
、

こ
れ
は
光
源
氏
な
ら
で

は

の
こ
と
な

の
だ
、
即
ち
彼
が
彼
女

の
亡
き
父

(故
親
王
)

の
魂

の
導

き

と
思

い
つ
つ
、
そ

の
生
活
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
る
後

の
展
開
を

暗
に
称

え
る
意
も
含

ん
で

い
る
と
稿
者

は
み
た

い
の
だ
が
ど
う

で
あ

ろ
う

か
。

「
廃
籬
」
は
荒

れ
て
う
ち
棄

て
ら
れ
た
ま
ま

の
垣
根

の
こ
と
。
「
孤
花

裏

レ
露
啼

二
残

粉

一
、
暮
鳥

栖
レ
風
守
二
廃
籬

こ

(惟
良
春
道

「
題

二
后
妃
旧

院

己

『和
漢

朗
詠
集
』

巻
下

・
故

宮
付
破
宅

刪
)

は
そ

の

一
例
。
末
摘

花
邸

は

「
い
と

い
た
う
荒

れ
わ
た
り

て
さ
び
し
き
所
」

(①

跚
頁

4
行
)

で
あ
り
、

「荒
れ
た

る
籬

の
程
う
と
ま
し
く
」

(①

捌
頁

-
行
)
思
わ
れ

て

な
ら

な

い
処

で
、
「
望
雪
」

と
か
ら
め

る
な

ら

「
前

の
前
栽

の
雪
を

見
給

ふ
。
踏

み
あ
け
た
る
跡
も
な
く
、
は
る
ば
る
と
荒
れ
わ
た
り

て
、

い
み
じ

う
さ
び

し
げ

な
る
」

(①

蹴
頁

19
行
)
な
ど
と
、
荒

涼
と
し
た
イ

メ
ー
ジ

が
繰
返

し
描

か
れ

て
い
た
。
「
臥
叢

」
は

こ
こ
で
は
雪

の
重
み

で
横
倒

し

に
な

っ
て

い
る
草

む

ら

の
こ
と
。

「
臥
叢

無

レ
力

含

二
酔
粧

匚

(
「
牡

丹

芳
」

『白
氏
文
集
』

巻
四

・
〇

一
五
二
)
と
見
え

る
の
は
草
む
ら

に
横
倒

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

し

に
な

っ
て
い
る
牡
丹

の
様
子
を
詠
む
も

の
。
物
語
本
文
中
に
は
前
記

の

景
は
見
え
な

い
よ
う
だ
が
、
前
栽
に
降
り
か
か
る
雪
か
ら

の
連

想
か
、
或

は

「
橘

の
木

の
埋
も
れ
た
る
、
御
随
身

し

て
払
は
せ
給
ふ
。
う

ら
や
み
顔

に
松

の
木

の
お

の
れ
起
き

か

へ
り

て
さ
と

こ
ぼ
る
る
雪
」

(①

躅
頁

3
～

4
行
)
あ
た

り
も

念
頭

に
置

い
て
言
う
も

の
だ

ろ
う

か
。
「
壊
宇
」

は
こ

わ

れ
崩

れ

た
家

の
こ

と

で
、

「
行

潦

毀
二
我

塘

一
、
疾

風

壊
二
我

宇

こ

(「
効
二
陶
潜
体

}
詩
十
六
首

」
其

二
、

同
巻
五

・
〇

二

=
二
)

な
ど
と
あ

り
、
「
御
車
寄

せ
た

る
中
門

の

い
と

い
た
う

ゆ
が

み
よ

う
ぼ
ひ

て
、

(中

略
)

い
と
あ

は
れ
に
さ
び

し
く
荒

れ
ま
ど

へ
る
に
、
松

の
雪

の
み
あ
た
た

か
げ

に
降
り

つ
め

る
」

(①

獅
頁

1
～

5
行

)
末
摘
花
邸
を
指
す

こ
と
言

う
ま

で
も
な

い
。
「
待
明
」

は

「
摩
レ
弓
拭
二
箭
鏃

一、
夜
射

不
レ
待
レ
明
」

(「
答

二
箭
鏃

こ

同
巻

二

・
〇

一
〇
八
)

の
よ
う

に
夜

明
け
を
待

つ
意
。

こ
こ
は
光
源
氏
が
末
摘
花
と
対
面
し

て
、
そ

の
余
り
な
容
貌

・
仕
草
に
衝

撃
を
受
け

、
気

の
毒
に
思
わ

れ
て
な
ら
ず
、
「
い
と

ほ
し
く
あ
は

れ
に
て
、

い
と
ど
急
ぎ
出

で
給

ふ
」

(①

脳
頁
6
～

7
行
)
と

あ
る
よ
う

に
、

そ
そ

く
さ
と
退
出
し
て
し
ま
う

場
面
を
意

識
し
て

い
よ
う

。

「
一
詠
」

は

コ

觴

一
詠

、
亦
足
三
以
暢

二
叙
幽
情

】」

(
王
羲
之

「
蘭

亭

叙
」
)
「
遇
レ
物
輙

一
詠
、

一
詠

傾

二

觴

乙

(
「
洛
申
偶
作
」

『
白
氏
文

集
』
巻

八

・
〇
三
七
九
)
な
ど
と
見
え

る
。

こ
こ
で
は

一
首

の
和
歌

の
こ

二
九



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

と
。
歳

の
暮

れ
に
、
末
摘
花

が
光

源
氏

に
元
旦

の
晴

着
を

贈

っ
て
く
る

「今
様

の
色

の
え

ゆ
る
す

ま
じ
く
艶
な
う
古

め
き
た

る
、
直
衣

の
裏

表
ひ

と
し
う

こ
ま

や
か
な

る
、

い
と
な

ほ
な
ほ
し
う

つ
ま
づ
ま
ぞ
見
え
た
る
」

(①

鋤
頁

3
～

5
行
)

そ
の
衣

に
、
彼
も
す

っ
か
り
呆
れ
果

て
、
「
な

つ
か

し
き
色
と
も
な
し

に
何

に
こ
の
す

ゑ

つ
む
花
を
袖

に
ふ
れ
け
む
」
と
彼
女

か
ら
の
書

の
端

に
す
さ
び
書
き

し
た

の
で
あ

っ
た
が
、
抑
作
品
中

の
彼
女

は
こ
の
歌

か
ら
末
摘
花
と
呼
ば

れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

っ
た
。
猶
、

「
妓
有

二
樊

素
名

一、
年

二
十
餘
、

綽

々
有

二
歌

舞
態

一、
善

唱
二
楊
柳

}、

人
多

以
二
曲
名

一名
レ
之
、
由
レ
是
名
聞

二
洛

下

こ

(
「
不
能

忘
情
吟
」
同
巻

七
〇

二
二
六

一
〇
)
は

「名

問
」

の

一
例
。

「
梅
艶

」
は
匂

い
た

つ
美
し

い
梅

花

で
、
「
望
三
鶴
晴

飛
二
千

万
里

}
、

思
三
梅

艶
発
二
九

重
門

一」

(「
聞
下
群

臣
侍
二
内

宴

一
賦
中
花

鳥
共

逢
占
春

聊

製

二

篇

一寄

二
上
前
濃
州

田
別
駕

こ

『菅
家
文
草
』
巻

四
)
と
あ

る
。
末

句
は
巻
末

の

「
日

の
い
と
う
ら
ら
か
な
る
に
、

い
つ
し
か
と
霞
み
わ
た
れ

る
梢
ど
も

の
、
心
も
と
な
き
中
に
も
、
梅
は
気
色
ば
み
ほ
ほ
笑
み
渡
れ
る
、

と
り
わ
き

て
見
ゆ
。
階

隠

の
も
と

の
紅
梅
、

い
と
と
く
咲
く
花

に

て
、

色
づ
き

に
け
り
。

(源
氏
)
紅

の
花
ぞ
あ

や
な
く
う

と
ま

る
る
梅

の
立
ち

枝

は
な

つ
か
し
け
れ
ど

」

(①

謝
頁

12
行
～

辧
頁
4
行
)
と
あ

る
二
条

院

で
の
場
面
を
念
頭

に
置

い
て
作

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
殊

に

「
紅

い
花
は

三
〇

ど
う
し
て
も
好
き
に
な
れ
な

い
、
紅
梅

の
高
く
伸

び
た
枝
に
は
心

引
か
れ

る
け
れ
ど
」
と

い
う
意

の
彼

の
和
歌
を
そ

の
ま
ま

一
句

に
成
し
た
と
言

つ

て
も
良

い
よ
う

で
あ
る
。

七

紅
葉
賀

幸
朱
雀
院
賀
仙
算

朱
雀
院

に
幸
し

仙
算
を
賀
す

百
辟
相
従
各
竭
忠

百
辟
相
従
ひ

て

各

忠
を
竭
く
す

残
菊
頭
花
装
暮
雨

残
菊

の

頭

の
花
は

暮
雨

に
装

ひ

承
香
御
子
舞
秋
風

承
香

の
御
子
は

秋
風
を
舞

ふ

遏
雲
清
管
緑
池
上

雲
を
遏
む

る
清
管

は

緑
池

の
上

廻
雪

入
綾
紅
葉
中

雪
を
廻

ら
す
入
綾

は

紅
葉

の
中

源
氏
今
宵
昇
月
位

源
氏

今
宵

月
位

に
昇
り

群
臣
皆
被
引
斯
躬

群
臣

皆

斯

の
躬

に
引

か
る

〈
七
律

。
忠

・
風

・
中

・
躬

(上
平
声
東
韻
)
〉

巻
名

の

「
賀
」

は

一
句
目

に
、

「紅
葉

」
は
六
句

目
に
詠

込
ま
れ

て

い

る
。
後
に
記
す
よ
う

に
、
紅
葉
賀

の
巻

の
初
め
、
朱

雀
院

の
舞
楽

で
光

源

氏
が
華
麗
な
妙
舞
を
披
露
す
る
と

い
う

部
分
で
詩
は
詠
み
尽
く
さ
れ
て

い

る
と
言

っ
て
良

い
。
物
語

の
核

で
あ
る
葵

の
上
と

の
夜
離
れ
や
紫

の
上

へ

の
愛
、
藤
壼

の
出
産
と
そ
れ
に
伴
う
光
源
氏
並
び
に
そ

の
周
囲

の
人

々
の



苦
悩
は
全
く
詠
ま
れ

て
い
な

い
し
、
勿
論
源
典
侍
と

の
笑
話
な
ど
も
全
く

顧
慮

の
外
で
あ
る
。
だ
が
、
詩
作

者
は
あ
く
ま
で
巻
名

に
添
う

部
分
を

抽

出
し
て
詠

む
姿
勢

な

の
だ
と

い
う
点

で
は
、
こ
れ
迄

の
作

と
そ
う
大
き

な

懸
隔
は
な

い
と
み
て
良

い
だ

ろ
う

か
。
聯
毎

の
訳
は
以
下
の
如

く
で
あ

る
。

(
桐
壼
帝
が
)
朱
雀

院

(
に
お

ら
れ
る
先
帝

の
と

こ
ろ
)

に
行
幸

な

さ
り

、
そ
の
長
寿

の
節

目
の
お
祝

い
を
な

さ
れ
ま

し
た
時

、
多
く

の

お
仕
え

の
方

々
が

つ
き
従

い
ま

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
忠
義
を

お
尽
く

し
に
な

ら
れ
た
の
で
し
た
。

菊

の
色
変
わ
り
し
た
美
し

い
花
を
挿
頭

に
装
わ

れ
、
夕
暮
れ

の
時
雨

か
か

る
頃
お

い

(光
源
氏
様
は
楽

の
音

に
合
わ
せ

て
青
海
波
を
舞
わ

れ
た

の
で
す
が
)
、
次

の
承
香
殿

の
第

四
皇
子
様

が

(ま

だ
幼

い
童

姿

に
て
)
秋
風
楽
を
舞
わ
れ
た

の
も
見
物

で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

空
往
く
雲
を
と
ど
め

る
か
と

い
う
清
ら
か
な
笛

の
音
は
緑

の
美
し

い

池

の
ほ
と
り

に
ひ
び
き
わ
た
り
、
退
場
す

る
折

の
光
源
氏
様

の
舞

い

の
風
情
は
紅
葉
散
り
交
う
中
、
雪
を
め
ぐ
ら
す
が
如
く

で
素
晴
ら
し

い
も

の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

光
源
氏
様
は
か
く

て
今
宵
正
三
位
に
昇
進
な
さ
り
、
遂
に
公
卿

の
位

に
就
か
れ
た

の
で
し
た
。
そ
し

て
群
れ
居
る
朝
臣
達
も
皆

(昇
進
に

浴
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
ひ
と
え
に
)
光
源
氏
様

の
御
徳

の

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

お
か
げ
な

の
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

朱
雀
院

へ
の
行

幸
は
十
月
十

日
過
ぎ

の
こ
と

で
あ

っ
た
。
「
仙
算
」

は

仙

人
ほ
ど

の
長
寿

の
意

。
「宜

下
就
二
花
枝

一
、
将
占
祝
二
仙
算

一」

(島

田
忠

臣

「
就
二
花
枝

一詩
序

」
『本
朝

文
粋
』

巻

一
一
・
脳
)

「仙
算
千
年
祈

不
レ

尽

、
妖
気

万
里
払
無
レ
来
」

(藤

原
茂
明

「
六
月
祓
」

『
本
朝

無
題
詩
憾
巻

一
・
34
)
な

ど
と
詠

ま
れ
、

こ
こ

で
は
上
皇

の
寿
齢

を
指
す
。

こ
こ
は

五
十
歳

の
賀
か
。
因

み
に

「仙
」

は
俗
外

の
世
界

で
あ

る
こ
と
を
表
現
す

る
用
字

で
も
あ

る
。
天
皇

や
上
皇
、
そ

し
て
そ
の
居
す

る
世
界
は
、
俗
外

の
存
在
、
世
界
な

の
だ
。
平
安
朝

の
詩
文

で
は
し
ば

し
ば
宮
中
が
神
仙

の

世
界

の
よ
う

に
描
き
成
さ
れ

る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
そ

の
場
が
俗
外

の

非

日
常
的
空
間

で
あ

る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る

レ
ト

リ

ッ
ク
に
発
す
る
も

の

で
あ

ろ
う
。

当
時

の
表

現
と

し

て

は

「
人

俗
」

に
相
対

す

る
世

界

は

「
仙
」
と

し

て
表
現

さ
れ
る

の
が

一
般

で
あ

っ
た

ー

そ
れ

は
中

国
で
も

同
様

で
あ

っ
た
だ

ろ
う

ー

。

「百
辟
」
は
百
官

(多

く
の
役
人
達
)

の
意
。

「
率

二
茲
百
辟

「
、
人
致

二
其
誠

こ

(
任
肪

「
宣

徳
皇

后
令
」

『
文
選
』

巻

三
六
)

と
あ

る
劉
良

注
に

「
百
辟

、
謂
二
百
官

こ

と
見
え
、
「
一
人
負
レ

晟
常
端

黙
、
百
辟

入
レ
門
皆
自

媚
」

(
「采

詩
官

」
『
白
氏
文
集

』
巻

四

・

〇

一
七

四
)
「
廻

レ
頭
暁
望
紫

微
宮
、
百

辟
星
前

再
拝
風

」

(「
典
儀
礼

畢

簡
二
藤
進

士

一
」

『菅
家

文
草
』

巻

二
)
な

ど
と

用

い
ら
れ

て

い
る

「
竭

コ
ニ



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

忠
」

は
忠

誠

を

尽
く

す

こ
と
。

「
李
斯

竭

レ
忠
、

胡
亥

極
レ
刑

」

(
鄒

陽

「
獄
中
上
書

自
明
」

『文
選
』

巻
三
九
)
と
あ
り
、
尽
忠

・
致
誠
と

い
う

に

同
じ
。
こ

の
首
聯
は

「
朱
雀
院

の
行
幸
は
神
無
月

の
十
日
あ
ま
り
な
り
」

(①

跚
頁
1
行
)
「
行
幸
に
は
、
親
王
た
ち
な
ど
、
世
に
残
る
人
な
く
仕
う

ま

つ
り

た
ま

へ
り
。
春
宮
も

お
は
し
ま
す
」

(①

錮
頁
1
～

2
行

)
あ
た

り

の
本
文
を
念
頭
に
置
く
も

の
だ
ろ
う
。

「
残
菊
」

は
道
真

に
依
れ
ば
重
陽
を
過
ぎ

た
菊

の
意

(「
惜
二
残
菊

}
詩

序
」

『菅
家

文
草
』
巻

五

『
李
朝
文
粋
』
巻

=

・
謝
)
だ

が
、
色

変
わ

り
し
始
め
た
も

の
や
衰
え
損
わ
れ
た
も

の
を
イ

メ
ー
ジ
す
る

の
が
中
国
古

典
詩

で
は

一
般

で
あ

ろ
う

。
「
疏
蘭
尚

染
レ
煙
、
残
菊

猶
承
レ
露
」

(唐
太

宗

「山

閣
晩
秋

」
)
は
早

い

一
例

で
、

「花

開
残
菊

傍
二
疏
籬

一、
葉

下
衰

桐
落

二
寒
井

一」

(
「晩

秋
夜

」

『白
氏
文
集
』
巻

一
四

・
〇
七
四

二
)
な
ど

の
例
も
あ

る
が
、
唐
詩

に
は
さ

し
て
多
く
な
く
、

そ
れ

に
比
し

て
本
朝

で

は
菅
原
道
真
以
後
殊

に
よ
く
用

い
ら

れ
る
語
彙
と
な

っ
た
。
猶
、
十
月

の

残
菊

の
宴
も
道
真
時
代

に
既
に
見
え

て

い
る
が
、
村
上
朝
よ
り
醍
醐
天
皇

登
遐
の
九
月
を
避

け
、
重

陽
節

の
代
替
と

し
て
十
月

に
行
わ

れ
る
よ
う

に

な
り
、
重
要

な
文
事

の
場

と
な

っ
て

い
る
。

頷
聯
と
関

わ
り

の
あ

る
物
語

本
文
は
実

は
頸
聯

と
関
わ
り

の
あ
る
本
文

(「
木
高
き

～
顔

の
に
ほ

ひ
け

お
さ
れ
た

る
心

地
す
れ
ば
」
)

の
後

に
続

い
て
見
え

る

の
で
、
ま
と

め
て

三
二

引

用
す
れ
ば
次

の
通
り

で
あ

る
。

「木
高

き
紅
葉

の
蔭

に
、
四
十
人

の
垣

代

い
ひ
知

ら
ず
吹
き

た
て
た
る
物

の
音

ど
も

に
あ

ひ
た
る
松
風

、
ま

こ
と

の
深
山
お
ろ
し
と
聞
こ
え

て
吹
き

ま
よ
ひ
、
色

々
に
散
り

か
ふ
木

の
葉

の

中
よ
り
、
青
海
波

の
か
か
や
き
出
で
た
る
さ
ま
、

い
と
恐
ろ
し
き
ま

で
見

ゆ
。
か
ざ

し

の
紅
葉

い
た
う

散
り
す
き
て
、
顔

の
に
ほ
ひ
に
け
お
さ
れ
た

る
心
地
す
れ
ば
、
御
前
な
る
菊
折
り
て
な
お
大
将
さ
し
か

へ
た
ま
ふ
。
日

暮
れ
か
か
る
ほ
ど
に
け
し
き
ば
か
り
う

ち
し
ぐ
れ
て
、
空

の
け
し
き

さ

へ

見
知
り
顔
な
る
に
、
さ
る

い
み
じ
き
姿
に
菊

の
色

々
う

つ
ろ
ひ
え
な
ら
ぬ

を
か
ざ
し

て
、
今
日
は
ま
た
な
き
手
を
尽
く
し
た
る
入
綾

の
ほ
ど
、
そ
ぞ

ろ
寒
く

こ

の
世

の
こ
と
と
も

お
ぼ
え
ず
」

(①

鼬
頁
12
行
～

跚
頁

7
行

)

は
第
三
句

に
、
そ
し

て
第
四
句

に
は

「
承
香
殿

の
御
腹

の
四

の
皇
子
、
ま

だ
童

に
て
、
秋
風
楽
舞
ひ
た
ま

へ
る
な
む
さ
し

つ
ぎ

の
見
物
な
り
け
る
」

(①

跚
頁

10
～

11
行
)
が
意
識
さ
れ

て
い
る

で
あ

ろ
う
。
猶
、
「
秋
風
楽
」

は
唐
よ
り
伝
来
し
た
楽

に
嵯
峨
天
皇
が
皇
太
弟

(後

の
淳
和
天
皇
)
南
池

に
行
幸
さ
れ
た
時
、
常
世
乙
魚
が
勅
命

に
依
り
舞

い
を
付
け
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
も

の
で
あ

る

(
『教
訓
抄
』
巻
三
)
。

「遏
雲
」

は
空
行
く
雲
を
留

め
る
程

に
素
晴
ら
し

い
音
楽
と

い
う
意
。

「
遏
雲

く
張
華
博
物
志

日
。
薛
談
学
二
謳
於
秦
青

一、
未

レ
窮
二
青
之
技

}而

辞
帰

。
青
餞
レ
郊
、
乃
撫
レ
節
悲
歌
、
声

振
二
林
木

一
、
響
遏
二
行
雲

一。
乃



謝
求

レ
反

〉
」

(
『初

学
記

』
巻

一
五

・
歌

)
「
声

振

二
林
木

一、
響

遏

二
行

雲

・
」

(
『
列
子
』

湯
問
)

な
ど

と
あ
り

、
「
遏
レ
雲

廻
レ
雪
之

倫
、
応

二
糸

竹

一
而
逓

進
」

(菅

原
文
時

「
北
堂
文

選
竟
宴

各
詠

レ
句
得
三
遠

念
二
賢

士

風

一
詩
序
」

『本
朝
文
粋
』
巻

九

・
㎜
)
と
詠

ま
れ
る
。
「
清
管
」

は

「清

管

曲
終
鸚
鵡

語
、
紅
旗
影

動
駿
輪

嘶
」

(「
武

丘
寺
路
宴
留

二
別
諸
妓

匚

『白

氏
文
集
』
巻

五
四

・
二
四
九

八
)
と
あ
り
、
澄

ん
だ
管

楽
器

の
ひ
び

き
。

「緑
池

」
は
美

し

い
池
を
指
し

て
言
う
。

「朝
承

二
紫
台
露

一、
夕
潤

二

緑
池
風

こ

(沈

約

「
塘
上
行
」

『玉
台
新
詠
』

巻
五
)
「
紅
林
地
広
、
呑

二

楚
夢
於
胸
中

}、
緑
池
水
高
、
縮

二
呉
江
於
眼

下

己

(源
順

「賦
二
葉
下
風

枝
疎

【詩
序
」

『
本
朝
文
粋
』
巻

一
〇

・
顎
)
な
ど
と
見
え

る
。
「
廻
雪
」

は
美

し

い
舞

い
の
様

。
曹
植

「
洛

神
賦

」

(
『文
選
』

巻

一
九
)

で
神

女

(寡
妃

)

の
舞
う
姿

を

「
髣
髴
兮
若

二
軽
雲
之
蔽

τ
月
、
飄

々
兮
若

二
流
風

之
廻

7
雪
」
と
表

現
し
た

こ
と

に
始

ま
り
、

「絃

鼓

一
声

双
袖
挙
、

廻
雪

飄
飆
転

蓬
舞
」

(「
胡
旋
女

」

『白

氏
文
集
』

巻

三

・
○

=
二
二
)
「
嬌

眼

曽

レ
波
風
欲
レ
乱
、
舞
身

廻
レ
雪
霽
猶
飛
」

(
「春

娃
無
二
気
力

こ

『菅
家
文

草

』
巻

二
)
「
廻

雪

の
袖

は
楊

柳
風

に
し
た

が

ふ
を
ま

ね
び

」

(『
教

訓

抄
』

巻

一
・
教
訓
抄

序
)
な
ど
と

よ
く
用

い
ら

れ
る
。
「
入
綾
」
と

は
、

舞
人
退
場

の
時

に
改

め
て
綾
を

つ
け
て
舞

い
収

め
る
こ
と
を
言

い
、
本
来

漢
語

で
は
な

い
。

「楽
於

世
吹

に
な
り

て
後

、
入
綾

の
ご
と

く
に
舞
曲
を

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

如

二
本
儀

一舞

た
る
な
む
、

ま

こ
と

に
さ
ぞ
を

か
し
く
、
見
所

な
く
侍
け

む
」

(『
教
訓
抄
』
巻

一
・
3
万
歳
楽
)

な
ど
と
見
え

て

い
る
。
頸
聯

は
伶

人
の
楽
曲
演
奏
と
光
源
氏

の
青
海
波

の
舞

の
素
晴

ら
し
さ
を
故
事
を
用

い

て
表

現
し
て
お
り
、

そ
の
該
当
本
文
は
前
掲

の
よ
う

に

「木
高
き
紅
葉

の

蔭

に

(中
略
)
顔

の
に
ほ
ひ
け

お
さ
れ
た

る
心
地
す

れ
ば
」
と
あ

る
あ
た

り
を

殊
に
意
識
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
猶

、
「
青
海
波
」

は
入
綾

と
関
わ

り

が
あ

る
よ
う

で
、
「
古

ハ
舞
畢

テ
退

キ
入
時
、
更
吹
二
青
海
波

一」

(
『教

訓
抄
』
巻
三
)
と
も
あ
る
。
か

の
舞
は
蒼
海
波
模
様

の
衣
を
着

て
舞
わ
れ

た
。
龍
宮

の
楽
と

い
わ
れ
、
昔
天
竺

で
舞
わ
れ
た
も

の
で
も
あ
る
と

い
う
。

青
波

の
浪
上
に
浮
か
ん
だ
時
、
浪
下
に
楽

の
音
を
聞

い
た
波
羅
門
僧
正
が

こ

の
楽
を
伝
え
た
も

の
と
さ
れ
る
。
初
め
平
調
楽

で
あ

っ
た
も

の
を
、
承

和

の
御
代
に
盤
渉
調
曲
に
変
え
ら
れ
、
舞

は
良

岑
安
世
、
楽
は
和
邇
部
大

田
麿
、
詠
は
小
野
篁

の
作

と
伝

え
ら
れ
る

(
『教
訓
抄
』
巻

三
)
。

「
月
位
」
は
月
卿

の
位

、
高

位
高
官

、
公
卿

の
こ
と
。
天
皇
を

日
に
譬

え

、
臣
下
を
月

に
譬

え
る

こ
と

か
ら
言
う
。
「
王
省

惟
歳

、
卿
士
惟
月
」

(『
尚
書
』
洪
範
)

「
月
卿
臨

二
幕
府

一、
星
使
出
二
詞
曹

一
」

(高
適

「
送
下
柴

司
戸
充
二
劉
判
官

一之
中
嶺

外
上
」
)
な
ど
と

見
え
、
「
月
卿
光
を

争
ひ
、
雲

客
色
を
重

て
艷
言
を

つ
く

し
」

(
『海
道
記
』
蒲
原

よ
り
木
瀬
川
)
と
用

い

ら

れ
て
い
る
。
尾
聯
は

「
そ
の
夜
、
源
氏

の
中
将
正
三
位
し
た
ま

ふ
。
頭

三
三



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

中
将
正
下

の
加
階
し
た
ま

ふ
。
上
違
部
は
、
み
な
さ
る

べ
き
か
ぎ
り
よ

ろ

こ
び
し
た
ま

ふ
も
、

こ
の
君
に
ひ
か
れ
た
ま

へ
る
な
れ
ば
、
人

の
目
を
も

お
ど

ろ
か
し
、
心
を
も
喜
ば

せ
た
ま

ふ
、
昔

の
世
ゆ
か
し
げ

な
り
」

(①

鏘
頁

13
行
～

靄
頁

-
行
)
と
あ

る
本
文

に
対
応
し

て
い
る
も

の
と
考
え
ら

れ

る
。

八

花
宴

南
殿
桜
陰
観
舞
曲

南
殿

の
桜

の
陰

に
て

舞
曲
を
観

る

加
之
詩
客
接
襟
陪

加

之
詩
客
も
襟
を
接

へ
て
陪

る

隔
簾
佳
妓

可
争
寵

簾
を
隔

て
て

佳
妓
と
も
寵
を
争

ふ
べ
く

列
座
老
儒

不
愧
才

座

に
列
な
り

て

老
儒

に
も
才
を
愧
ぢ
ず

千

里
昔
篇
看
月
詠

千
里

が
昔

の
篇

は

月
を
看

て
詠

み

九
禁
春
宴
被
花
催

九
禁

の
春

の
宴

は

花

に
催

さ
る

酔

中
私
語
聞

三
口

酔

ふ
中
に

私
語
を

三
の
口
に
聞
く

所
恨
草

原
風
露
摧

恨
む
所

は
草

原
に

風

の
露

と
摧

け
た
る
こ
と

〈
七
律
。
陪

・
才

・
催

・
摧

(上
平
声

仄
韻
)
〉

「花
宴
」

の
呼
称

は
早
く
嵯

峨
朝

に
見
え

る
が
、
そ
れ
は
こ

の
物

語
に

見
え

る
よ
う

な
宮
中
観
桜

の
宴

で
は
な

い
。

『河
海
抄
』

(巻

四

・
花
宴

)

に
示
さ
れ
る
よ
う

に
宇
多

・
醍

醐
朝

の
頃
よ
り
清

涼
殿
で
桜
を
賞
美

す
る

三
四

宴
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
村
上
朝
頃

に

『新
儀
式
』

に
記
さ
れ
る
よ

う
に
公
宴
と
し

て
規
定
、
恒
例
化
し
た
も

の
の

一
条
朝
以
後
は
開
催
さ
れ

な
く
な
り
、
密
宴

(天
皇

の
私
的
詩
宴

で
、
臨
時

で
あ

る
こ
と
も
少
な
く

な

い
)

の
中

に
埋
れ

て
い

っ
た
と

い
う
。
と
す
れ
ば
嘗

て
の
盛
事
を
回
顧

的

に
物
語

の
中

に
組
入
れ
再
現
し
よ
う
と
し
た

こ
と

に
な

ろ
う
か
。
巻
名

は
第
六
句

に
分
散
し

て
詠
込
ま
れ

て
い
る
。
賦
詩
は
花
宴
と
そ

の
す
ぐ
後

の
光
源
氏
と
朧
月
夜
と

の
出
逢

い
に
関
わ

る
場
面
を
中
心

に
詠

ん
で
い
る

よ
う

で
あ

る
。
通
釈
を
聯
毎

に
記
せ
ば
次

の
よ
う

に
な

る
だ

ろ
う
か
。

(
二
月
二
十

日
あ

ま
り
に
花
宴

が
催

さ
れ
)
帝

は

(
中
宮
や
東
宮

・

上
達
部

ら
と
共

に
)
南
殿

の
桜

の
方

で
舞
楽
を
御
覧

に
な
ら

れ
た

の

で
し
た
が
、
そ

れ
の
み
な
ら
ず
、

(詩
文

の
嗜

み
あ

る
)
詩
人
達
も

列
席

し
て
漢
詩
を

お
作
り

に
な

ら
れ
た
の
で
し
た

。

御
簾
を

隔
て
、
舞
妓
と

(
さ
な

が
ら
帝

の
)
寵
を
争
う

よ
う

で

(春

宮
様

の
お
勧

め
で
光
源
氏
様

が
少

し
舞
わ

れ
る
と

、
他

に
た
と
え

よ

う
も

な

い
程

で
)

あ
り
ま

し
た
し
、
こ
の
花
宴

の
席
に
列
席

し
て

い

る
年
老

い
た
博
士

な
ど
に
比
べ
て
も

(光

源
氏
様

の
)
詩
文
を

お
作

り
に
な
る
才

は
決

し
て
劣

る
よ
う

な
も

の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん

(で
、

講
師
も
誦
じ

つ
つ
称
え

、
博
士
達
も
感
服
申

し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ

い
ま
し
た
)
。



(夜
更
け
宴
果

て

て
、
月
が
明

る
く
さ
し
出

で
風
情

が
ご
ざ

い
ま

し

た
折
し
も
春

の
こ
と
と

て
)
大

江
千

里
様

が
昔
詠
ま

れ
た

「
照
り
も

せ
ず
曇

も
は
て
ぬ
春

の
夜

の
朧

月
夜

に
し
く
も

の
ぞ
な
き
」

の
詠
を

想

い
起

こ
し
た

り
さ
れ
る

の
で
す
。

(勿

論
春

の
朧
月
夜

も
良

い
も

の
で
す

が
)
宮
中

の
春

の
宴

(花
宴
)
は
う

る
わ
し
き
花

の
開
く

に

依
り
催

さ
れ
る
も

の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

(宴

果

て
て
後
、
光
源

氏
様

が
)
酔
心
地

に
忍
び
歩
き
を

し
て
お
ら

れ
ま
す

と
、

(弘
徽
殿

の
細

殿

の
)
第

三
間
め

の
戸

口
に
て
ひ
そ
や

か

に

(先

の
千
里

の
)
歌

の
口
ず
さ
ま
れ

る
声
を
耳

に
さ
れ
た

の
で

し
た
。

(酔

い
に
任
せ

て
、
後

に
朧
月
夜

の
君

と
称
さ
れ

る
彼
女

を

抱
き
す

く
め

愛

し

み
な

さ
る
と
)
彼
女

は
草

の
原

の
風

に
吹

か
れ

る
露

の
よ
う

に
は
か
な

い
身

の
上
を
怨
ま
れ
る

の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
南
殿
」
は
紫
宸
殿

の
こ
と
で
、
こ
こ
は
左
近

の
桜
を
意
識
す
る
が
、

紫
宸
殿
花
宴

の
例
は
康
保
二
年

(九
六
五
)
が
知

ら
れ
る
く
ら

い
で
あ
る
。

「
桜
陰
」

は
桜

の
花
か
げ
、
桜
下

の
意

で
、
「
半
漢
乗
レ
晴
禮
李
側
、
浮
雲

投
レ
暮

落
桜
陰
」

(菅
原
庶
幾

「
尋
レ
春
信
レ
馬
行
」

『類
聚
句
題
抄
』

㎜
)

「
桜

が
り

雨
は

ふ
り
き

ぬ
同

じ
く

は
ぬ

る
と
も

花

の
陰

に
か
く

れ
む
」

(
『拾
遺
集
』

50

・
読
人
不
知
)
「
花

の
か
げ

た
た
ま
く
を

し
き
今
夜
哉
錦

を

さ
ら
す

庭
と

み
え

つ
つ
」

(
『後
拾
遺
集
』

㎜

・
清
原
元
輔
)
な
ど
と
見

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

え

る
。

「舞
曲

」
は
舞

い
と
楽
曲
。
「
古
之
舞
曲
有

二
廻
鸞

舞

(下
略
)
一」

「
昔
客
有
下
観
二
舞
於
淮
南

[者
上
」

(張
衡

「
舞
賦
」

『初
学
記
』

巻

一
五

・

舞
)

「歌
声
越
二
斉
市

一、
舞
曲
冠
二
平
陽

匚

(李

徳
林

「夏

日
」
)
な
ど

の

例
参
照
。
「
加
之
」
は

「
シ
カ
ノ

ミ
ナ

ラ
ズ

」

(
『類
聚
名
義
抄
』

『色
葉
字

類
抄
』
)
。

「夾

レ
帽

長
覆
レ
耳
、
重
レ
裘
寛
裹

レ
身

、
加

レ
之

一
盃
酒
、
煦

嫗

如
二
陽
春

こ

(「
歳
暮
」

『白

氏
文
集
』

巻
六

二

・
二
九
七

二
)
「
若
皆

遷

謫
、
恐

失
二
善

人

一。

加
レ
之

悪
逆

之
主

、
猶
処

二
軽

科

一
」

(
三
善

清
行

「
奉
二
左

丞
相

一
書
」

『本
朝

文
粋
』
巻

七

・
一
八
八
)
な
ど
と

用

い
ら

れ

て

い
る
。
「
詩
客

」
は
詩
人
。

こ
こ
は
花

宴

に
招
か

れ
た
詩
人

で
、
桜

下

に
座
が
設
け
ら
れ
た
。
「
白
馬
走
迎
二
詩
客

一去

、
紅
筵

鋪
待

二
舞

人

一来
」

(「
和
下
薛
秀
才

尋
二
梅
花

一同
飲
見
占
贈
」

『白
氏
文
集
』
巻

二
〇

・
=
二
四

六
)
「
今
年

内
宴

、
有
レ
勅
賦

三
春
雪

映
二
早
梅

一
。
内
宴
後

朝
、
右

丞
相

招

二
詩
客

五
六
人

一
、
賦
二
東
風
粧

F
梅
」

(「
書
斎

雨
日
独
対
二
梅
花

己

詩

自

注

『
菅
家
文
草
』
巻

一
)
は
そ

の
語

例
。
「
接
襟
」
は

(列

席
し

て
)

交

わ
る
意

で
、
「
連

レ
袖
接

レ
衿
、
誰
謂
二
農
夫

田
父
之
客

己

(大

江
以
言

「
九
月
十

五
夜
於

二
予
州

楠
本
道

場

一
擬

二
勧
学
会

}
聴
レ
講

二
法
華
経

一
同

賦

二
寿
命

不

τ
可
レ
量
詩
序

」

『本
朝
文
粋
』

巻

一
〇

・
二
八
〇
)
と

詠
ま

れ

る
。

こ
の
首
聯

で
詠
ま
れ

て
い
る

の
は
、
巻

の
冒
頭

の

「
二
月

の
二
十

日
あ
ま
り
、
南
殿

の
桜

の
宴
せ
さ
せ
た
ま

ふ
。
后
、
春
宮

の
御
局
、
左
右

三
五



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

に
し
て
参
上
り
た
ま

ふ
。

(中
略
)

日
い
と

よ
く
晴
れ

て
、
空

の
け
し
き
、

鳥

の
声
も
心
地

よ
げ
な

る
に
親
王
た
ち
、
上
達
部
よ
り
は
じ
め

て
、
そ

の

道

の
は
み
な
探
韻
賜

り
て
文
作
り
た

ま
ふ
。
宰
相
中
将

(光
源

氏
)
「
春

と

い
ふ
文
字
賜

れ
り
」
と

の
た
ま

ふ
声
さ

へ
、
例

の
、
人

に
こ
と
な
り
」

(①

跚
頁

1
～

8
行
)
あ
た
り
を
意
識

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
か
。
「
隔
簾
」

は
御
簾
を

隔
て
て
。
「
桜
桃
落

レ
砌
顆
、
夜
合

隔
レ
簾
花
」

(「
春

尽
勧
二
客

酒

一
」

『白
氏
文
集

』
巻

五
四

・
二
四
七

二
)
「
鴪
鸞

連
レ
袂
謳
吟

、
窈
窕

隔
レ
簾

談
咲
」

(藤
原
斉

信

「
後

一
条

院
御
時

一
宮
御
着

袴
翌

日
宴

和
歌

序

」

『本
朝
文
粋
』
巻

=

・」
二
四
六
)
な
ど

の
例
が
あ

る
。
物
語
本
文

に
は
見
え
な

い
が
、
当
然
帝

の
御
座

の
前

に
は
御
簾
が
下

ろ
さ

れ
て
い
る
。

そ
し

て
、
「
楽
ど
も

な
ど
は
、
さ
ら

に
も

い
は
ず
調

べ
さ
せ
た
ま

へ
り
。

や
う

や
う

入
日
に
な
る
ほ
ど
、
春

の
鴬
囀

る
と

い
ふ
舞

い
と

お
も
し

ろ
く

見
ゆ
る
に
、
源

氏
の
御
紅
葉

の
賀

の
を
り
申

し
出

で
ら

れ
て
、
春
宮
、
か

ざ

し
賜
せ
て
、
切
に
責

め
の
た
ま

は
す

る
に
の
が
れ
が
た
く

て
、
立
ち

て
、

の
ど
か
に
袖

か

へ
す

と
こ
ろ
を

一
を

れ
気
色
ば

か
り
舞

ひ
た
ま

へ
る
に
、

似
る

べ
き
も

の
な
く
見
ゆ
。
左
大
臣

、
恨

め
し
さ
も
忘

れ
て
涙
落

し
た
ま

ふ
」

(①

覇
頁

6
～
12
行
)

と
語

ら
れ

る
場

面
が
重

ね
ら

れ
よ
う
。
「
佳

妓
」
は
美
し

い
舞
妓
を

言
う

。
「繁

絃
似
レ
玉
紛

々
砕
、
佳
妓
如
レ
鴻

二

驚
」

(陸
亀

蒙

「
襲
美
留

二
振

文

一
宴
亀
蒙

不
レ
赴

」
)
「
温
樹
今

迷
回
雪
色

、

三
六

梨
園
佳

妓
欲

二
相
争

一
」

(源
明

理

「
度
レ
水

落
花

舞
」

『本

朝
麗

藻
』
巻

上
)
な
ど
と
詠
ま
れ
る
が
、
物
語
本
文
中
に
は
舞
妓

の
こ
と
見
え

な

い
。

「
春
鴬
囀
」
を
舞

っ
た
主
語
を
佳

妓
と
し
た
も

の
か
、
そ
れ
と
も
光
源
氏

の
舞

い
が
佳
妓
並
に
素
晴
ら
し
か

っ
た
こ
と
を
言

い
た
か

っ
た
も

の
か
。

「
争
寵
」
は

「求

レ
栄
争
レ
寵
任

二
紛

々

一、
脱

二
棄
金
貂
祗

有

ワ
君
」

(「
題
二

崔
常
侍

済
上
別

墅

己

『白
氏

文
集
』
巻

五
七

・
二
八
〇

一
)
な
ど
と
見

え
、

こ
こ
で
は
帝

の
寵
愛
を
争
う

こ
と
。
「
列
座
」

は
座
席

に
つ
ら

な
る

意
。
光
源
氏

に
次

い
で
、
頭
中
将
が
柳
花
怨
を
見
事

に
舞

い
き
り
御

衣
を

賜

る
場

面
が
あ
り
、
そ

の
後

に

「
文
な
ど
講
ず

る
に
も
源
氏

の
君

の

御

を
ば
、
講
師
も
之
読
み
や
ら
ず
、
句
ご
と

に
誦
じ

の
の
し
る
。
博
士
ど
も

の
心

に
も

い
み
じ
う
思

へ
り
」

(①
躅
頁

1
～

3
行
)
と
見
え

る
と

こ
ろ

や
、

そ
れ
よ
り
前
、
首
聯

の
探

韻
詩
を
作

る
こ
と
に
な

っ
た
後

に
、
「
さ

て
の
人

々
は
、
み
な
臆
し
が
ち
に
は
な
じ

う
め
る
多
か
り
。
地
下

の
人
は
、

ま
し

て
、
帝
、
春
宮

の
御
才
か
し

こ
く
す
ぐ
れ

て
お
は
し
ま
す
、
か
か
る

方

に
や
む
ご
と
な
き
人
多
く
も

の
し
た
ま

ふ
と

こ
ろ
な
る
に
、
恥
つ
か
し

く
、
は

る
ば

る
と
く
も
り
な
き
庭

に
立
ち
出
つ

る
ほ
ど
は
し
た
な
く

て
、

や
す
き

こ
と
な
れ
ど
苦
し
げ
な
り
。
年
老

い
た

る
博
士
ど
も

の
、
な
り
あ

や
し
く
や

つ
れ

て
、
例

馴
れ
た
る
」

(①

跚
頁

11
行
～

縦
頁

4
行

)
様
子

が
描
か
れ

て

い
た

こ
と

も

ふ
ま

え
ら
れ

て

い
よ
う
。

「
引
以
為
二
流

觴
曲



水

}、
列
二
坐
其
次

一
」

(王
羲
之

「
蘭
亭
叙
」
)
「
文
物
多
師
レ
古
、
朝
廷
半

老
儒

」

(杜
甫

「行

次
二
昭
陵

乙
)
は

「
列
座

」
「
老
儒

」

の

一
例
。
「
老

儒
」
は

こ
こ
で
は
文
章
博
士
を
指
し

て
い
よ
う
。

頸
.聯
は
花
宴

の
果

て
た
後
、
光
源
氏
が
明
る
く
さ
し
出
た
月
下
に
酔

心

地
に
任
せ

て
好
き
心
を
起
こ
し
、
弘
徽
殿

の
細
殿

の
三

の
口
の
戸
が
開

い

て
い
る
の
を
見

つ
け
中
を
窺
う

場
面
。
人

の
寝
静

ま

っ
た
後
、
「
い
と
若

う

を
か
し
げ
な
る
声

の
、
な
べ
て

の
人
と
は
聞

こ
え

ぬ
、
朧

月
夜

に
似

る

も

の
ぞ
な
き
、
と
う

ち
誦
じ

て
、

こ
な
た
ざ
ま

に
は
来

る
も

の
か
」

(①

鰯
頁
8
～

10
行

)
と
見
え

る
和
歌
詠

(「
て
り
も
せ
ず
く

も
り
も
は

て
ぬ

春

の
夜

の
朧

月
夜

に
し
く
も

の
ぞ
な
き
」

『大
江

千
里
集
』

『新
古
今
集
』

55
)

が

「千

里
昔
篇
」

で
あ

る
。
言
う
ま

で
も
な
く

、
『白
氏
文
集
』

(巻

一
四

・
〇
七

六
五
)
「
嘉
陵
夜

有
レ
懐

二
首

」
其

二
)

の

「
不
レ
明
不
レ
闇

、
、

、

(暗
)

朧

々
月
、
非
レ
暖

非
レ
寒
漫

々
風
」

(
『千
載

佳
句
』

巻
上

・
春
夜

83

『新

撰
朗
詠

集
』
巻
上

・
春
夜

23
)
を
題

に
詠

ん
だ
も

の
で
あ

る
。
「
九
禁
」

は
九
重

の
禁
門

(宮

中
)

の
意
。
「
九
禁
光

明
今
悦
予
、
便
知
皇

葉
万
年

間
」

(
「初
冬
庚
申

侍
宴
同
賦
二
燕
雀
相
賀

↓」

『江
吏
部
集
』

巻
下
)
な
ど

と
詠
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
第
六
句
は
前
掲
冒
頭

の

一
節

「
二
月

二
十
日
あ

ま
り
、
南
殿

の
桜

の
宴
せ
さ
せ
た
ま

ふ
」
を
意
識
し

て
、
宮
中

の
春

の
宴

(花
宴

)
は
桜
花

の
盛

ん
に
開
く
に
依
り
催

さ
れ
る
も

の
だ
と

述
べ
て

い

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
二
)

る
こ
と
に
な
る
。

尾
聯

の
第

七
句

も
、
物
語
本
文

で
は
頸
聯
と
殆

ど
同
じ
く
、
「
月

い
と

明
う

さ
し
出
で
て
を

か
し
き

を
、
源
氏

の
君
酔

ひ
心

地
に
、
見
す
ぐ

し
が

た
く
お
ぼ
え

た
ま
ひ
け
れ
ば
、
上
の
人
々
も
う
ち

や
す

み
て
、

か
や
う

に

思
ひ
か
け
ぬ
ほ
ど
に
、
も

し
さ
り

ぬ
べ
き
隙
も

や
あ

る
と

、
藤
壷
わ
た
り

を

わ
り
な
う

忍
び
て
う

か
が
ひ
歩

け
ど
、
語

ら
ふ
べ
き

戸
口
も
鎖
し

て
け

れ
ば

、
う
ち
嘆
き

て
、
な

ほ
あ

ら
じ
に
、
弘
徽
殿

の
細
殿

に
立
ち
寄
り
た

ま

へ
れ
ば
、
三

の
口
開

き
た
り
。

(中
略

)
や
を
ら
上
り

て
の
ぞ
き
た
ま

ふ
。
人
は

み
な
寝
た

る
べ
し
。

い
と
若
う
を
か

し
げ
な

る
声

の
、
な

べ
て

の
人
と
は
聞

こ
え
ぬ
、
朧
月
夜

に
似

る
も

の
ぞ
な
き
、
と
う
ち
誦
じ

て
、

こ
な

た
ざ

ま

に
は
来

る
も

の
か
」

(①

躅
頁
13
行
～
躅
頁

10
行
)

と
あ
る

あ
た
り
を

念
頭

に
置

い
て
作

っ
て
い
る
だ

ろ
う

。
「
私
語
」
と

は
ひ
そ
や

か

な
語

り
、
そ

の
声

と

い
う
程

の
意

で
、
「
七
月

七

日
長
生

殿
、
夜

半

無
レ
人
私
語
時

」

(「
長
恨
歌
」

『白
氏
文
集
』

巻

一
一
・
〇
五
九

六
)
「
大

絃
噌

々
如

二
急

雨

一
、
小
絃
切

々
如
二
私
語

一」

(「
琵

琶
引
」
同
上

・
〇
六

〇

二
)
は
有
名
な
例
。
末
句
は
光
源
氏
が
見
染
め
た
朧
月
夜

を
細
殿
に
抱

き
か

か
え

、
戸
を
閉
め

て
口
説

く
と
、
「
う
き
身
世

に
や
が

て
消
え

な
ば

尋
ね

て
も
草

の
原
を
ば
問

は
じ
と
や
思

ふ
」

(①

跚
頁
13
～

14
行
)
と
妖

艶
に
詠
ん
で
、
光

源
氏
も

「
い
つ
れ
そ
と
露

の
や
ど
り
を
わ
か
む

ま
に
小

三
七



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(二
)

篠

が
原

に
風
も
こ
そ
吹
け
」

(①

躙
頁

2
～

3
行

)
と
応
じ

る
場
面
を
背

景

に
し

て
い
よ
う
。
強

い
て
名
前
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
彼
に
、
彼
女

は

「
私

が
こ
の
世
か
ら
消
え

て
し
ま

っ
た

ら
、
草

の
原
を
分
け

て
迄

、
私

を

尋
ね
た
り
は
し
ま
す
ま

い
」
と
引

い
た
態
度
を
示
す
が
、
そ
れ
で
は
露
の

よ
う

に
は

か
な

い
あ

な
た

の
宿

を
見
分

け
る
前

に
風
が
吹

き
渡

っ
て
、

せ

っ
か
く

の
縁
も
切
れ

て
し
ま
う
と
彼
は

口
説

い
て
い
た

の
で
あ
る
。

三
八

注
(1
)

一
条
朝

(『本
朝
麗
藻
』
)
頃
に
は
詩
歌

に
よ
く
見
え

る
よ
う

に
な

る
表

現
と
言

え

よ
う
。
近

藤

み
ゆ
き

「
「見

渡

せ
ば
」

と

「眺

望
」

詩
」

(
『古
代
後
期

和
歌
文
学

の
研
究
』
風

間
書
房

・
二
〇
〇

五
年
)
参

照
。

(2
)
滝

川

幸

司

「
花

宴

」

(『
天

皇

と

文

壇

-

平

安

前

期

の
公

的

文

学

1

』
和
泉
書
院

・
二
〇
〇
七
年
)
参

照
。


